
 

 

総務委員会 情報連絡 
 

 

令和７年４月１４日 
 

 

情報連絡事項                                 頁 

 

１ 足立区基本計画こども版の作成及び配布について・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

２ 審議会等における若者参画の状況について（令和６年度分）・・・・・・・・ ３ 

 

３ 足立区データ適正利活用推進会議の審査結果について（令和６年度分）・・・ ５ 

 

４ 第４７回「足立の花火」観覧席のふるさと納税返礼品について・・・・・・・ ７ 

 

５ アートアクセスあだち 音まち千住の縁による千住宿開宿４００年記念 

企画について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

 

 

 

【参考】≪子ども・子育て支援対策調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、子ども・子育て支援対策調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 足立区こども計画審議会の進捗状況及び今後のスケジュールについて 

２ 令和７年度「足立ミライゼミ」の事業内容について 

３ 【追加】児童・生徒が自由に意見できる環境の整備について 

 

【参考】≪エリアデザイン調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、エリアデザイン調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

３ 六町エリアデザインの取組み状況について 

４ 江北エリアデザインの取組み状況について 

５ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

６ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

７ 千住エリアデザインの取組み状況について 

（ 政策経営部 ） 



総 務 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年４月１４日 

件   名 足立区基本計画こども版の作成及び配布について 

所管部課名 政策経営部 政策経営課 

内   容 

足立区基本計画を子どもにも分かりやすく伝えるため、「足立区基本計画 

こども版」を作成したので、以下のとおり報告する。 

 

１ 作成趣旨 

基本計画策定にあたり、区内小・中学校に通学する子どもから意見聴取

を実施した。このため、意見を提出した子どもへのフィードバックとして、

基本計画を子ども向けに分かりやすくした「こども版」を作成した。 

 

２ 作成内容（別添資料参照） 

区制１００周年となる２０３２年（基本計画最終年度）から来た「未来

の自分」が、２０２５年の「現在の自分」に「将来の足立区はどうなって

いるか」を伝えるストーリーとし、小学校高学年が理解できるような記載

内容とした。 

 

３ 発行部数 

６５０部 

 

４ 周知・配布方法等 

（１）冊子 

ア 区立小・中学校へ５部ずつ配布 

イ 区内図書館、区政資料室等へ配架 

（２）区ホームページ 

小・中学生や保護者にも広く見ていただけるよう、下記方法を通じて 

区ホームページで公開していることを案内 

ア Ｃ４ｔｈ Ｈｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌ 

イ 区公式ＬＩＮＥ・ＳＮＳ（Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ） 

 

５ 発行日 

令和７年３月２８日（金） 

 

６ 今後の方針等 

新基本計画の理念の一つである「子ども・若者と進めるまちづくり」を

推進していくため、子どもの意見表明機会の確保等が図られるよう、庁内

に働きかけを行っていく。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年４月１４日 

件   名 審議会等における若者参画の状況について（令和６年度分） 

所管部課名 政策経営部 政策経営課 

内   容 

令和６年４月３０日に「足立区審議会等の設置及び運営に関する指針」を改

正し、若者（１８歳から概ね３０歳未満までの者）に審議会等委員として参画

いただくことを原則とした。今回、令和６年度の若者参画の実績がまとまった

ため、情報連絡する。 

 

１ 審議会等への若者参画実績について 

（１）対象 

区ホームページの審議会等一覧に掲載している３５の審議会等 

 

（２）若者が委員となっている審議会等 

（令和７年２月末日現在）  

 審議会等名称 若者委員数 年齢層 

１ 足立区区民評価委員会 ２名 ２０代 ２名 

２ 足立区基本計画審議会 １名 ２０代 １名 

３ 足立区こども計画審議会 ２名 ２０代 ２名 

４ 足立区立図書館協議会 １名 ２０代 １名 

５ 足立区経済活性化会議 １名 ２０代 １名 

６ 足立区環境審議会 １名 ２０代 １名 

合計  ８名  

 

（３）広報等で募集を行ったが若者参画まで至らなかった審議会等 

（令和７年２月末日現在）  

 審議会等名称 募集結果 

１ 足立区情報公開・個人情報保護審議会 応募なし 

２ 足立区国民健康保険運営協議会 応募なし 

３ 男女共同参画推進委員会 応募なし 

４ 足立区文化・読書・スポーツ推進委員会 面接前に辞退 

５ 足立区都市計画審議会 応募なし 

６ 足立区景観審議会 応募なし 

７ 足立区ユニバーサルデザイン推進会議 応募なし 

 

 

 

 

3



２ 今後の対応について 

（１）学識や有識者などの専門的な知識を必要とする審議会等（※）は若者参

画のハードルが高いため、どのようにして若者の意見を取り入れていくの

か所管課と検討を行っていく。 

※ 足立区公契約等審議会、足立区労働報酬審議会、足立区建築審査会等 

（２）若者の参画拡大のため、区ホームページや区公式ＬＩＮＥ及びＳＮＳ等

の活用だけでなく、区内大学への声かけも継続して行っていく。 

（３）また、若者が参加しやすい開催時間帯や曜日を設定する、オンライン出

席でも可とするなどの環境整備に努める。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年４月１４日 

件   名 足立区データ適正利活用推進会議の審査結果について（令和６年度分） 

所管部課名 政策経営部 ＩＣＴ戦略推進担当課 

内   容 

足立区データ適正利活用推進会議（以下、推進会議という）では、大学や

公的研究機関からの提供申請に基づき、区保有データの提供の可否を審査し

ている。令和６年度の審査結果について以下、報告する。 

また、申請対象者の資格要件についても、一部手引きの改定を行った。 

 

１ 足立区データ適正利活用推進会議について 

（１）目的 

 区が保有するデータの活用を推進するため、大学や研究機関からの区

保有データの利活用希望を受け付け、その利活用の妥当性を審議し、提

供の可否を決定する。 

（２）委員 

ア 足立区最高データ統括責任者（副区長） 

イ 政策経営部長 

ウ 政策経営課長 

エ 情報システム課長 

オ 区政情報課長 

（３）専門アドバイザー 

ア 埼玉大学 石阪 督規 教授 

イ 宮内・水町ＩＴ法律事務所 水町 雅子 弁護士 

 

２ 審査内容 

（１）申請者 

早稲田大学 政治経済学術院 野口 晴子 教授 

（２）申請内容 

ア 研究テーマ 

児童生徒の人的資本形成や「そだち」への社会経済的環境、学校・

学級のあり方の影響を明らかにする。 

イ 提供希望データ 

（ア）足立区基礎学力定着に関する総合調査結果 

（イ）東京都児童生徒体力・運動能力調査結果ならびに関連データ 

※ 上記データは、過去に野口教授の研究で作成された、個人情報

を抽象加工したデータセットであり、当該データセットの再提供

の申請である。 

ウ 研究期間 

令和７年１月～令和９年１２月 
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（３）審査日 

令和６年１２月１０日 

（４）審査結果 

ア 申請を「承認」する。 

イ 付帯条件 

データは個人が特定できないように個人情報部分を抽象加工してい

るが、学力調査の結果など機微な内容が含まれるため、取扱いについ

ては個人情報と同じ意識をもって細心の注意を図ること。 

 

３ 区保有データの外部提供に関する手引きの改定 

従前の「区保有データの外部提供に関する手引き」では、区保有データ

提供申請対象者は「大学もしくは公的研究機関」に限定していたが、昨今、

民間事業者と大学が共同でデータ提供依頼やデータ利活用の提案を行う 

ケースもあるため、以下の条件をすべて満たす場合には民間事業者からの

申請を受け付け、提供可否の審査を行うこととした。 

（１）大学または公的研究機関と連携して研究を行うこと 

（２）研究結果を公表すること 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年４月１４日 

件   名 第４７回「足立の花火」観覧席のふるさと納税返礼品について 

所管部課名 政策経営部 シティプロモーション課 

内   容 

令和７年５月３１日（土）に開催される第４７回「足立の花火」について、 

以下のとおり、一部の観覧席をふるさと納税返礼品とする。 

 

１ 寄附申込受付期間 

  令和７年４月２６日（土）午前０時 ～ ５月２２日（木）午前０時 

※ 宿泊セットは５月１４日（水）、食事セットは５月１９（月）まで。 

２ 募集サイト 

ふるさとチョイス 

３ 返礼品 

（１）観覧席                     ※ ( )内は前年度 

エリア 種類 席数 寄附額 寄附合計額 

堤南 南シングルエリア 70（88） 21,000 円 1,470 千円 

堤北 

ペアエリア 30（30） 34,000 円 1,020 千円 

トリプルエリア 20（20） 51,000 円 1,020 千円 

４人がけテーブル席 40（40） 68,000 円 2,720 千円 

北シングル席 60（60） 18,000 円 1,080 千円 

合計 220（238） ― 7,310 千円 

（２）セット返礼品（提南観覧席） 

種類 セット数 寄附額 寄附合計額 

食事セット 

（2 名分） 

【新規】 

にぎりの一歩 5,000 円コース 
3(-) 74,000 円 222 千円 

宿泊セット 

（２名分） 

アーバイン東京・上野 

北千住 

ダブル 3(3) 152,000 円 456 千円 

ツイン 3(3) 157,000 円 471 千円 

【新規】 

ホテル ココ・グラン 

北千住 

ダブル 2(-) 131,000 円 262 千円 

クイーン 2(-) 145,000 円 290 千円 

ツイン 2(-) 168,000 円 336 千円 

合計 15(6) ― 2,037 千円 

（３）合計寄附予定額【（１）（２）の合計】 

   ９，３４７千円（前年度寄附実績 ８，２８５千円） 

４ その他 

① 受付は区外在住者かつオンライン決済のみ。 

② 花火大会が中止の場合、寄附金の返金はせず、代替品を送付する。 

５ 今後の方針 

  ＳＮＳの活用やプレスリリースなどを通じて、広く区外に周知する。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年４月１４日 

件   名 
アートアクセスあだち 音まち千住の縁による 

千住宿開宿４００年記念企画について 

所管部課名 政策経営部 シティプロモーション課 

内   容 

東京藝術大学・特定非営利活動法人 音まち計画・足立区の３者共

催による区民参加型アートプロジェクト「アートアクセスあだち 音

まち千住の縁（下記、参考参照）」において今年度実施する千住宿開

宿４００年関連企画について、以下のとおり報告する。 

 

１ 千住・人情芸術祭 １ＤＡＹパフォーマンス表現街 

（１）概要 

商店街を舞台に公募により集まった団体・個人が歌やダンス、

パントマイムなど同時多発的にパフォーマンスを行う。 

５回目を迎える今回は、千住宿開宿４００年の節目の年である

ことから、宿場町として栄えた旧日光街道を舞台とするイベント

として、開宿４００年のスタートを飾るキックオフ企画として開

催する。 

（２）開催日時 

令和７年５月２５日（日） 午後１時～５時 

（３）場所 

千住ほんちょう商店街など 

 

２ 千住だじゃれ音楽祭 キタ！ 千住の１０１０人 

（１）概要 

作曲家「野村誠」と公募で集まった「だじゃれ音楽研究会」が

中心となり、地域の縁を繋ぎながら１０１０人の演奏者を集め、

だじゃれ音楽（だじゃれと音楽を結びつけたもの）の演奏を行う

参加型コンサート。 

開宿４００年の盛り上がりのピークを目指す秋期のイベント

の目玉として開催する。 

（２）開催日 

令和７年１０月１２日（日） ※ 時間等は調整中 

（３）場所 

   千住スポーツ公園 

 

３ 今後の方針 

（１）開催エリアの地域住民等に丁寧に説明を行い、ご理解を得たう

えで進めていく。 

（２）区民参加型のアートプロジェクトとして、地域や団体の方々を

巻き込みながら企画を創り上げていく。 
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【参考】アートアクセスあだち 音まち千住の縁について 

足立区にアートを通じた新たなコミュニケーション（縁）を生み

出すことをめざす区民参加型のアートプロジェクト。足立区に東京

藝術大学 千住キャンパスがあることがきっかけで平成２３年度に

スタート。区民とアーティストが協働して、“音”をテーマにした多

種多様なプログラムを展開している。 
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